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デーノタメ遺跡ハンドブックを発売！
３月７日（土）のシンポジウムで先行販売を実施

明治大学文学部 阿部教授監修の元、北本市教育委員会の編集による、デーノタメ遺跡に関するハンドブッ

ク「1500年続いた縄文ムラ デーノタメ遺跡」が雄山閣から発売されます。国指定史跡を核に、北本市と明

治大学が長らく調査・連携してきた成果をわかりやすくまとめたものです。

３月12日（火）より、取り扱い書店ほか、市役所文化財保護課窓口でも販売予定です。また、３月７日（土）の

シンポジウムにて先行販売を実施します。この機会に、ぜひ多くの方にお買い求めいただきたいと思います。

報 道 関 係 各 位

【タイトル】
・数字・固有名詞等の客観的事実、●●初(県内初など)
・おおむね20字以内

【本文】
・取材に来てもらいたい日時・場所等は太字・フォントを大きく
・この事業の背景・目的・今後の方向性等、短い文章で多くの情報を記載

【日付・問合せ先】
・発信日は火～木曜日が効果的(イベントは遅くても１週間前まで)。

 市長公室で内容を精査するため、発信したい日の
３日前までに市長公室にデータを提出してください。

【写真】
・内容を一目で伝えられる写真を１，２枚(人が写っているとよい)
・ＦＡＸで送信しても判別できる写真
・データ提供できる旨を必ず記載(日ごろから事業の写真残しておく)
・情報の正確性を担保するため、生成AIを用いて作成した画像の使用は
控えてください。

【リード文】
・結論から書き、主語と述語を近づけたシンプルな文章

(修飾語を多用しすぎない)。
例 財政状況が、改善しました。

【担当者コメント】
・担当者の写真を入れることで記者が親しみを感じ、取材しやすくなる
（写真撮影できますのでお声掛けください）
・この事業にかける思い、注目してほしいポイントなど
・事業内容によっては市長コメントを入れる
・詳細情報を掲載しているホームページのＱＲコードを必ず入れる

【その他】
・縦横中心や空白の幅を意識して揃えると、すっきりとした印象になり、目に留
まりやすくなります。
・フォントは「BIZ UDPゴシック」を基本とします。目的によっては他も可能です。
・＆greenロゴは必要に応じて削除することも可能です。

写真データ提供可

写真データ提供可

詳細はホームページから▼

シンポジウム会場限定 購入者特典

左：トートバッグ 右：クリアファイル(イメージ)

販売書籍の表紙

先行販売

日 時

３月７日(土)
12：00～13：00、17：00～17：30

（シンポジウム開催時間 13：00～17：00）

場 所
北本市文化センターホール前ホワイエ
 （埼玉県北本市本町1-2-1）

備 考
当日、制作に御協力いただいた明治大学生によるプ
レゼンテーションを行うほか、シンポジウム内でも制作に
かける思いや工夫した点をお話しいただきます。

担当者コメント
デーノタメ遺跡は、令和6年10月に国指定史跡となりました。この遺跡の恵まれている点は、

指定の前から大学や研究機関のさまざまな調査・指導をいただけたこと。また、縄文文化を

体験する市民活動がとても盛んなことです。この本は、こうした大学の研究と市民活動、市

が連携した史跡活用の新しいカタチを示すとともに、その成果をわかりやすく伝えています。

特別価格 １冊 1,900円(税込)

※定価2,420円(税込)

購入者特典（会場限定）

トートバッグ＆クリアファイル

（明治大学生によるデザイン）

内容
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シンポジウム

デーノタメ遺跡が拓く縄文の世界Ⅳ
ー 縄文の食文化に学ぶ ー

様々な先生方や市民の皆様の御協力の元、デーノタメ遺跡、そして縄文時代に関す

る研究・取組みが着々と進んでいます。今回初お披露目となるデーノタメ遺跡のガイ

ドブックや、縄文みやげコンテスト優秀作品も販売予定！ぜひお越しください！！

日 時

昨年度国指定史跡になったデーノタメ遺跡に関するシンポジウムを今年も開催します！

一昨年好評だった「縄文時代の食文化」にさらに焦点を当て、最新の研究結果や、実際に試してみた成

果を元に、北本の縄文人がどのようなものを、どうやって食べていたのかに迫ります。

出土品展＆パネル展に加え、遺跡のガイドブックや、縄文みやげコンテスト優秀作品の販売も行います。

プログラム

場 所
3月7日(土) 13：00～17：00 (開場12:00)

出土品展＆市民活動パネル展、関連書籍販売、

縄文みやげ優秀作品販売会（12：00～17：30）

北本市文化センター
（北本市本町１-２-１）

特別研究講演 「クリとクルミとトチノミと…」 NPO法人茅ヶ岳歴史文化研究所 佐野 隆 氏 
研究報告 「土器のオコゲからみた生業活動」 東京大学総合研究博物館 米田 穣 教授

「木の実を食す」 明治大学黒耀石研究センター 栗島 義明 氏

「縄文土器の製作と使用実験」 明治大学 阿部 芳郎 教授

活動報告 「トチとドングリのアク抜き実践」 デーノタメ縄文の杜プロジェクト

            「デーノタメ遺跡ガイドブック制作秘話」 明治大学資源利用史研究クラスター協力員

登壇者によるパネルディスカッション

報 道 関 係 各 位

担当者コメント

【タイトル】
・数字・固有名詞等の客観的事実、●●初(県内初など)
・おおむね20字以内

【本文】
・取材に来てもらいたい日時・場所等は太字・フォントを大きく
・この事業の背景・目的・今後の方向性等、短い文章で多くの情報を記載

【日付・問合せ先】
・発信日は火～木曜日が効果的(イベントは遅くても１週間前まで)。

 市長公室で内容を精査するため、発信したい日の
３日前までに市長公室にデータを提出してください。

【写真】
・内容を一目で伝えられる写真を１，２枚(人が写っているとよい)
・ＦＡＸで送信しても判別できる写真
・データ提供できる旨を必ず記載(日ごろから事業の写真残しておく)
・情報の正確性を担保するため、生成AIを用いて作成した画像の使用は
控えてください。

【リード文】
・結論から書き、主語と述語を近づけたシンプルな文章

(修飾語を多用しすぎない)。
例 財政状況が、改善しました。

【担当者コメント】
・担当者の写真を入れることで記者が親しみを感じ、取材しやすくなる
（写真撮影できますのでお声掛けください）
・この事業にかける思い、注目してほしいポイントなど
・事業内容によっては市長コメントを入れる
・詳細情報を掲載しているホームページのＱＲコードを必ず入れる

【その他】
・縦横中心や空白の幅を意識して揃えると、すっきりとした印象になり、目に留
まりやすくなります。
・フォントは「BIZ UDPゴシック」を基本とします。目的によっては他も可能です。
・＆greenロゴは必要に応じて削除することも可能です。

資料３

写真データ提供可
写真データ提供可

▼詳細はホーム
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